
重り適宜

浮き

適宜

エアポンプへ

接着はアクリダイン

水深が深いほど

揚水量が増えます

エアポンプへ

重り

空気量が少ない場合は間欠の

10ｃｍ程度

ポリカーボ板0.5t

サイフォン部分が３重のために
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アクリルパイプ

空気揚水筒と呼ばれる池や湖水の水を循環させる装置の

実物は直径８０㎝長さ８mといった巨大な筒で

下部のエア貯まりが一杯になるとエアがサイフォンで一気に筒内を上昇し

このミニチュアでも水槽や小さい池の循環用に

メカ部分がなく水の入口と出口がストレートなのでゴミ詰まりもありません

実用になります

筒内の水を押し出します

筒の先端を水没させて使います
ミニチュアです
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60φ×2t
アクリルパイプ

10φボルト用ステンナット

２～４個

任意

浮き
発泡スチロール

ポリ瓶など

水
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エア量を調整してください
サイフォンの間隔が１秒程度になるように

吹き上げ高さは１５㎝ほどですが

小さなエアポンプで十分です
空気量が多すぎると気泡が連続して
揚程がでなくなります

出口を絞ると３０㎝くらいの噴水にも
なります

右の小型だと最小のエアポンプで十分です
毎分４リットル程度を吹き出します

間隔が長くなります

上板

エア用継手

アクリルパイプ

（スペーサー）
8φ×1t

接着剤はアクリダインなどアクリル用

水槽用小型池用大型

間欠間隔と使える水深に制約があります
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5φ


